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政

治

九二
年
夏に
は
八
十八
歳に
な
る郡
小
平の一

挙
手一
投
足が
注
目され
てい
るの
は 、
彼が
公

的に
は
引退し
た
に
もか
か
わ
ら
ず 、
実
際に
は

最
高実
力
者
と
して
長
老
政
治の
実
権を
依
然
と

し
て
鍾っ
てい
る
か
らに
ほ
か
な
らない 。
こ
の

点で
は 、
六・
四
天
安
門
事
件に
先
立つ
八
九
年

五
月
十六
日
夕
刻 、
訪
中したゴ
ルバ
チョ
フ・

ソ
連
共
産
党曾
記
長（
当
時）
と
会
見した
組
紫

陽
中国
共
産
党
総
曾
記
（
当
時）
が
T
V
会
見の

目
頭に
暴
露し 、
の
ちに
党
内
繊
密を
漏ら
した

と
し
て
飽
紫
陥
失
脚の
た
めの
罪状
と
さ
れ
た
中

共
中
央の
十三
期一
中
全
会の
秘
密決
蟻
（「
南

国に
お
け
る
全て
の
重
要
事
項の
決
定は
錦
小
平

同志に
餐
ね
ら
れ
てい
る」〉
が 、
依
然
と
し
て

有
効で
あ
るこ
と
を
忘れ
る
わけにはゆかない 。

だ
が 、
同
時に 、
この
とこ
ろ中
圏
内
政の
動

向が
注
目され
るの
は 、
右に
見た
よ
う
は
郡
小

平の
実
力に
もか
か
わ
ら
ず 、
改
革・
開
放を
推

進し
よ
う
と
す
る 、
い
わ
ゆ
る
改
革
派
と 、
あ
く

ま
で
も
社
会主
義
的
原
則の
重
視を
強
調す
る 、

い
わ
ゆ
る
保
守派と
の
角
逐が
織
烈に
展
開され

てい
る
か
ら
で
もあ
る 。
保
守
派
の
賃
鎖が
こ
れ

また
邸
小
平に
等し
く
高齢
（本
年八
十
七
滋）

の
隙
窓
党
中
央
顧
問
委
員
会
主
任で
あ
るこ
と
も

第一
章

最
近
の
情
勢

第一
節

政
治
潮
流
の
特
徴

治

一
九
九二
年一
月
下
旬以
来 、
中
国の
最
高
実

力
者・
郷
小
平が
広
東
省の
深
釧 、
旅
海
両
経
済

特
区を
訪
問してい
る
こ
と
が
伝えら
れ 、
氏の

動
静に
関
心
が
集まっ
てい
た 。
その
郡
小
平は

九
二
年二月三
目 、
上
海で
の
春
節
（
悶
正
月）

前
夜
祭に
出
席して一
年ぶ
りに
公
開の
湯に
姿

を
現
し 、

北
京の
中
央テレ
ビ
局も
その
様
織を

報
じ
て

n
m
小
平
健
在H
が
中
国のマ
ス
メ
ディ

ア
で
久
しぶ
りに
喧
伝され
た 。
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る 。

郵
小
平
は 、
九
二
年
一
月
中
旬
か
ら
二
月
中
旬

に
か
け
て
保
守
派
の
影
響
の
強
い
北
京
を
離
れ 、

冒
頭
に
見
た
よ
う
に 、
南
方
視
察
に
出
か
け
て
い

た
の
だ
が 、
こ
の
期
間
中
に
改
革・
開
放
政
策
を

鼓
吹
し
た一
連
の
談
話
は 、
党
中
央
文
献
（「
中

共
中
央
二
号
文
件」）
と
し
て
内
部
伝
速
さ
れ
た 。

こ
の
よ
う
な
郷
小
平
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
ヲ

て 、
改
革・
開
放
路
線
が
同
年
三
月
上
旬
の

党

中央
政
治
局
全
体
会
議 、
三
月
下
旬
か
ら
四
月

上
旬
の
全
国
人
民
代
表
大
会
《
第
七
期
第
五
回》

の
政
策
基
調
と
な
り 、
い
わ
ゆ
る
保
守
派
を
追
い

詰
め
た
か
に
報
じ
ら
れ
た 。
し
か
し 、
こ
う
し
た

郵
小
平
の
必
死
の
巻
き
返
し
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

前
途
は
な
お
予
断
を
許
せ
な
い
よ
う
で
あ
り 、
当

面
の
路
線
闘
争 、
党
内
闘
争
の
深
刻
な
断
面
が
明

白
に
露
呈
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た 。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
確
認
す
べ
き
こ
と

は 、
ま
ず
第一
に 、
郵
小
平
と
い
い 、
陳
雲
と
い

い 、
今
日
に
残
る
革
命
第
一
世
代
と
し
て
の
彼
ら

長
老
た
ち
は 、
す
べ
て
毛
沢
東
政
治
の
犠
牲
者
で

あ
り 、
そ
の
点
で
は
等
し
く
旧
実
権
派
な
い
し
は

旧
走
資
派
な
の
で
あ
っ

て 、
中
国
政
治
の
非
毛
沢

東
化
の
た
め
に
は
共
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
き
た

政
治
的
功
績
の
大
き
い
仲
間
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る 。
こ
こ
に 、
旧
ソ
速
や
東
欧
諸
国
と
は
異
な
っ

て 、
今
日
の
中
国
で
は
し
ば
し
ば
「
八
老
治
国」

な
ど
と
言
わ
れ
な
が
ら
も 、
依
然
と
し
て
長
老
政

治
が

有効
性
を
発
揮
し
て
い
る
社
会
的・
政
治
的

背
景
が
あ
る
と
い
え
よ
う 。

第
こ
に
は 、
右
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で 、
一

九
七
八

年十
二
月
の
三

中全
会
ハ
中
国
共
産
党
第

十一
期
三

中全
会）
以
来 、
よ
り一
層
明
確
な
か

た
ち
で
推
進
さ
れ
て
き
た
「
四
つ
の
現
代
化」
と

い
う
新
し
い

国家目標
の

具体的
な

宵毎を
め
ぐ勺

て 、

改革
派
と
保
守
派
の
聞
の
対
立
が
目
立
ち
つ

つ
あ
る
け
れ
ど 、
部
小
平
や
楊
尚
昆
国
家
主
席
ら

改
革
派
と
目
さ
れ
る
長
老
た
ち
も 、
足
許
か
ら
民

主
化
運
動
の
火
の
手
が
上
が
っ
た
と
き
に
は 、
李

鵬
総
理
ら
の
保
守
派
と
と
も
に
こ
れ
を
徹
底
的
に

暴
力
で
抑
圧
す
る
側
に
ま
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る 。

か
く
し
て
彼
ら
は
民
主
化
運
動
に
理
解
を
示
し
た

胡
耀
邦 、
越
紫
陽
と
い
っ
た
二
人
の
最
高
権
力
者

（
党
総
書
記）
を
失
墜
さ
せ
た
と
い
う
忌
ま
わ
し

い
過
去
を
も
つ
の
で
あ
り 、
こ
の
点
で 、
現
段
階

の
中
国
政
治
の
舞
台
に
は 、
改
革
派
と
保
守
派
は

存
在
し
て
も 、
民
主
派
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る 。
そ
し
て
第
三
に
は寸
い
う
ま
で
も

上
海

市党

委機
関
紙
『
解
放
日
報』
な
ど
を
通
じ 、

し
き
り
に
「
思
想
解
放」
の
必
要
性
を
唱
え
て
い

た 。
こ
う
し
て 、
比
較
的
に
保
守
派
色
が
強
い
党

中
央
機
関
紙
『
人
民
日
報』
（
現
在
は
保
守
派
の

高
秋
社
長
の
指
導
下
に
あ
る）
な
ど
と
き
わ
め
て

対
照
的
な
論
調
が
中
国
の
公
式
メ
デ
ィ
ア
に
は
目

立う
て
お
り 、
改
革
派
は
改
革・
開
放
の
拠
点 、

広
東
省
や
上
海
か
ら
北
京
を
批
判
す
る
と
い
う 、

文
革
開
幕
期
の
深
刻
な
党
府
路
線
闘
争
を
恩
わ
せ

る
よ
う
な
構
図
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
現

状
だ
と
い
え
よ
う 。

こ
う
し
た
な
か
で
過
般
の
八

中全
会
で
は 、
一

九
九一
年
の
全
人
代
で
副
総
理
に
昇
任
し
た
前
上

海
市
長
の
朱
鎗
基
生
産
弁
公
室
主
任 、
鄭
家
華
国

家
計
画
委
主
任 、
楊
尚
足
実
弟
の
楊
白
掠

中央
軍

事
委
秘
書
長
兼
軍
総
政
治
部
主
任
の
政
治
局
入
り

を
郵
小
平
が
も
く
ろ
ん
だ
が 、
陳
雲 、
王
震
国
家

副
主
席 、
挑
依
林
党

中央
政
治
局
常
務
委
員
兼
副

総
理 、
部
力
群
党

中央
顧
問
委
員
ら
保
守
派
長
老

の
抵
抗
で
実
現
し
な
か
っ
た
と一
般
に
見
ら
れ
て

い
る 。だ

と
す
れ
ば 、
郵
小
平
の
当
面
の
人
事
構
想
は

挫
折
し
た
の
で
あ
り 、
内
外
共
に
重
要
な
こ
の
時

期
に
「
農
村
と
農
村
活
動
の一
眉
の
強
化
に
関
す

な
く 、
中
国
の
権
力
構
造
に
お
け
る

「老人支E」

（
ジ
a
ロ
ン
ト
ク
ラ
シ
l）

の
体
制
が 、
改
革
派 、

保
守
派
を
問
わ
ず 、
い
よ
い
よ
最
終
局
面
に
到
達

し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う 。
六・
四
天
安
門
事

件
を
も
た
ら
し
た
中
国
民
主
化
運
動
の
潜
在
的
な

力
量
を
私
自
身
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
が 、

「
独
裁」
の
側
も
「
民
主」
の
側
も 、
ポ
ス
ト

部

小
平
体
制へ
の
歴
史
的
安打
過
程
の
始
ま
り
を
強

く
意
議
し
て
い
る
の
で
あ
り 、
そ
れ
だ
け
に 、
中

国
の
指
導
者
た
ち
は 、
「
民
主
が
独
裁
を
裁
く」

事
態
に
到
る
こ
と
を
避
け
っ
て
い
わ
ゆ
る
改
革

派
と
保
守
派
の
長
老
と
も
ど
も
に 、
い
よ
い
よ
残

さ
れ
た
時
聞
を
一
刻
も
無
駄
に
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
い
る 。

そ
の
よ
う
な
中
国
政
治
の
構
図
の
な
か
で
の
当

面
の
角
逐
だ
と
い
え
よ
う
が 、
そ
こ
で
も勺
と
も

重
要
か
つ
深
刻
な
第
四
の
問
題
は 、
ま
さ
に
六・

回
天
安
門
事
件
を
悲
劇
的
な
代
償
と
し
て
東
欧 、

旧
ソ
連 、
モ
ン
ゴ
ル
に
ま
で
波
及
し
た
脱
社
会
主

義 、
共
産
党
独
裁
体
制
解
体
へ
の
歴
史
の
潮
流 、

つ
ま
り
民
主
化
に
向
け
て
の
全
世
界
的
な
動
き
が

轟
音
を
立
て
て
流
れ
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
し

た
が
ラ

て 、
脱
社
会
主
義
と
共
産
党
独
裁
体
制
解

体
へ
の
こ
う
し
た
歴
史
的
潮
流
に
対
し
て
は 、

る
党
中
央
委
員
会
総
会
の
決
議」
の
み
を
採
択
し

た
八
中
全
会
は 、
部
小
平
の
「
敗
北」
だ
っ
た
と

見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う 。

こ
れ
は
ポ
ス
ト

郵
小
平
時
代
に
向
け
て 、
あ
の

六・
回
天
安
門
事
件
の
逆
転
判
決
と
い
う
事
態
を

最
も
恐
れ
る
部
小
平
に
と
っ

て
は 、
き
わ
め
て
深

刻
な
事
態
で
あ
り 、
一
九
九
二
年
秋
に
予
定
さ
れ

て
い
る
第
十
四
回
党
大
会
に
向
け
て 、
い
よ
い
よ

中
国
の
長
老
政
治
家
た
ち
の
n

死
後
へ
の
死
闘u

が
大
詰
め
に
達
し
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
な
く
は
な

郡
小
平
の一
年
ぷ
り
の
出
現
の
意
味
と
改
革・

開
放
へ
の
こ
の
と
こ
ろ
の

積極的な
プ
レ
1・

ア
ッ

プ
は 、
こ
の
よ
う
な
中
国
政
治
の
新
し
い
潮
流
の

な
か
で
読
み
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。

第
二
節

天
安
門
事
件
二
周
年
以
後

治

改
革
派
も
保
守
派
も
共
に
著
し
く
危
機
感
を
深
め

て
お
り 、
い
わ
ゆ
る
「
和
平
演
変」
（
中
国
社
会

内
部
か
ら
の
社
会
主
義
体
制
の
平
和
的
転
覆〉
に

は
一
致
し
て
断
固
対
処
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る 。
こ
の
点
で
反
「
和
平
演
変」
こ
そ 、
今
日
の

中
国
政
治
を
貫
く
キ
1・
ワ
ー
ド
だ
と
い
え
よ
う 。

そ
こ
で
保
守
派
は 、
改
革・
開
放
を
進
め
る
に

際
し
て
は 、
「
冒
進」
や
「
過
熱」
が
あ
っ

て
は

な
ら
ず 、
つ
ね
に
「
批
判
と
自
己
批
判」
が
必
要

で
あ
り1
「
民
主
集
中
制」
を
堅
持
し
た
「
党
の

指
導」
が
絶
対
不
可
欠
だ
と
主
張
す
る
（
こ
れ
ら

の
意
見
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
は
王
任
重
「
指

導
作
風
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て」
『
求
是』

九一
年
第
二
十
一
期
怠
照〉 。
九
一
年
十一
月
下

旬
の
中
国
共
産
党
八
中
全
会
（
第
十
三
期）
で
陳

雲
が
強
調
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
郵
小
平
批
判
の
核

心
も
こ
の
点
に
あ
ヲ
た
よ
う
で
あ
る
〈『
争
鳴』

九
二
年
一
月
号
所
収
の
超
涼・
禦
自
京
論
文
参

照v o
こ
れ
に
対
し
て
改
革
派
の
李
瑞
環
党
中
央

政
治
局
常
務
委
員
（
宣
伝
思
想
工

作担
当）
や
万

里
全
人
代
常

務委
員
長 、
黄
菊
上
海
市
長
ら
は 、

こ
の
と
こ
ろ
郵
小
平
寄
り
の
政
治
的
ス
タ
ン
ス
を

著
し
く
強
め
て
い
る
揚
尚
昆

国家主席
と
と
も
に 、

十
三
期
八
中
全
会
前
後
か
ら
九
二

年春
に
か
け
て 、

湾
岸
戦
争
に
よ
っ

て
ハ
イ
テ
ク
兵
器
の
威
力
を

い
ま
さ
ら
な
が
ら
に
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
中
国
は 、

ソ
連
崩
犠
後
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

「岡原新秩匿

と
「
単
独
覇
権」
へ
の
強
い
警
戒
心
を
示
し 、
い

わ
ゆ
る
平
和
五
原
則
外
交
に
よ
っ

て
中
国
の
主
導

に
よ
る
国
際
秩
序
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る 。
だ

政第一編3 



、4 

が 、
い
ずれに
せ
よ
湾岸
戦
争

は中国を救っ
た 、

とい勺
て
過
言で
はない 。
六・
四
天
安
門
事
件

に
よ
る
対
外イメージ
の
悪
化は 、
一
九
九
O年

夏の
サ
ダム・
フセ
イン・
イ
ラ
ク
大統
領に
よ

るク
ウ
デー
ト

侵攻に
よ勺
でか
な
りの
程
度減

価され 、
西
側諸国の
対中
国
制裁措
置も
徐々

に
解か
れ
ていっ
た 。

之の
場合 、
一
九
九一
年

夏の
海部
首相
訪中に
よ
る
円
借款
再
闘が
対中

制裁
緩
和へ
の
水先案
内の
役
割を
果た
したこ

と
はい
うまで
もない 。

しか
しな

が
ら 、
そ
うした
対外イメージ
の

改善に
もか
か
わら
ず 、
圏内
的に
は
依
然と
し

て
き
わめ
て
強い
政治不信、
社会
不安の
な
か

に
今日の
中
国は
あるとい
え
よ
う 。
この
こ
と

は 、
中
国
当
局が
民主
化運
動を
引き
続き
抑圧

し 、
特に
大
学・
研
究
機
関の
管理を
徹
底的に

強化してい
るこ
とに
よっ
ても明らかである 。

こ
うしたな
か
で一
九
九一
年六
月四日の
天

安
門
事
件ニ
周年に
際して
は 、
北
京
大学の
学

生た
ちが
厳
重な
警
戒
体
制をかい
く
ぐっ
て
小

瓶を一
斉に
役げて
割るとい
うハ
プニ
ン
グが

あ
Z 。
こ
れ
は
郵
小
平の
「
小
平」
と

「小舟」

のシ
ア
オピン
の
音が
合っ
てい
るからであり 、

中
国当
局へ
の
若
者た
ちの
批
判あるい
は
不
信

＃
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治
しか
も

毘小半の
平とい

う字をつ
けたペ
ン
ネー

ム
で 、
文
化大
革命の
と
きに
しば
しば
見られ

た
よ
うに 、
今日の
中
国共
産党
内
部に
根
強い

保
守
派を
暗に
批判するとい
う立
場か
ら
あら

われ
たこの
論
文につ
い
て
は 、
部
小
平が
背後

に
存
在してい
るとい
う
見
方が
香港な
どで
は

し
き
りに
さ
さやか
れ
てい
た 。

部
小
平は 、
北
京で
はラ
イバ
ル
で
ある
陳
雲

ゃ 、
あるい
は
その
影
響
下に
ある
李
鵬な
どに

遮られ
て
思い
切っ
た
改
革
政
策が
実
行で
きな

い
ため
に 、
「よ
海か
ら
北
京を
攻
撃
す
る」
か

つ
ての
文化大
革命の
と
きと
同じよ
うな
構
図

が
存
在す
る
の
で
は
な
い
か
と
か 、
郵
小
平の

「新しい
北
伐」 、
「
新たな
南北
戦
争」 、
あるい

は
「上
海と
北
京との
戦い」
とい
？た
見
方も

あな
が
ち
否
定で
きない
状況に
あ勺
た 。

こ
れ
らの
権
力
闘
争・
路線
闘
争の
新しい
展

開の
背後に
は 、
この
とこ
ろ 、
江沢
民
元上
海

市
長が
中
国共産
党の
最
高
指導
者ハ
総
書記）

に
な
り 、
朱
鍵基
前上
海市
長が
副
総理となっ

て
北
京の
政治的
舞
台に
加わ勺
た
とい
うよ
う

な
問題に
見られ
る
上
海人
脈の
著しい
台
頭と

い
う
問題や 、
上
海が
中
国の
新しい
経
済
改
革

の
中心
的なセン
ター
にな
りつ
つ
あるとい
う

は
依
然と
して

根強い
こ
と
を
示してい
た 。

天
安
門
事
件ニ
周年の
六
月四日に
は 、
も
う

一つ
の
重
要な
出来
事が
あ勺
た 。
それ
は
毛
沢

東
未
亡
人で
「四人
組」
の一
人 、
江
背
女
史の

自
殺が
確
認されたこ
と
で
ある 。
こ
れ
もエ
ピ

ソ
ー
ド
と
して
は
非
常に
印
象深い
こ
とで 、

米

誌
『タイム』
（一九
九一
年
六
月
十
日
号）
が

s
g釦0 ．m
巧
E04司
Agr
g
出
母
EFS
と

題
す
る
〉包m
／同Mmo
so
欄の
わ
ず
か
二
十 ・

五
行の
小さな
記
事で
推
測した
「江
膏
女
史が

北
京郊
外の
軟
禁先で
首つ
り
自
殺した」
とい

うス
クー
プ
は 、
中
国
当
局に
とっ
て
は
是
非と

も
槌
匿して
お
きたい
事
件だっ
たと思われる 。

現に
このユ
ュ
lス

が
流れた
と
きに
（六
月三

日
夜） 、
中
国
政
府
当
局
者（
斉
懐
遣
外
交
部
副

部
長）
は 、
いっ
た
んこ
れ
を
否
定してい
る 。

自
殺とい
う
行為
事態は
何と
して
も
公
表した

くな
かっ
たの
で
あ
ろ
う 。
しかし六月四日夜 、

国
営
新華
社通
信は
彼
女が
五
月十四日
未
明 、

北
京
市内の
「自
宅で
自
設した」
こ
と
を
認め

たの
で
あっ
た 。

そして
同じ
六
月に
は 、
天
安
門
事
件で
失脚

した
胡啓立
政治
局
常
務
委
員（
当
時）
や 、
筒

杏文党中央
書記
処
書記
〈
当
時〉 、
間
明
復
党

中央統一
戦線部
長（
当
時）
とい
う三
人の
指

導者が
国務院の
中堅ポ
ス
ト
に
復
活して
注
目

された 。
彼らは 、
国務院を
統
括する
李鵬
総

理をは
じめ
と
する
保
守
派 、
原
則
派の
指
導
者

とは
異なっ
た
立
場で
あう
た
だけに 、
天
安
門

事件に
よっ
て
権力の
座か
ら
退
け
ら
れ
たリー

ダー
た
ちを
登
用せ
ざ
る
を
得ない
社会
的
現
実

に
中
国
指
導部も
流され
てい
ると
見ざる
を
得

ず 、
こ
うした

矛盾した
動きが
中
国当
局の
上

層部に
存在するこ
と
は
否
定で
きない 。

しか
も
天
安
門
事
件ニ
周年
前後の
さまざま

な
動き
を
見て
み
ると 、
い
わ
ゆる
改
革・
開放

の
立
場と
真
向か
ら
対立
するよ
うな
論
調もき

わめ
て
活発で
あっ
た 。
また
楊
尚昆
国
家主
席

に
よ
る
林彪
再
評価の
動き
も
あるな
ど 、
中
国

は
現
在 、
き
わめ
て
複
雑なか
た
ちの
新しい
路

線
闘
争に
立ち
到っ
てい
る
といっ
て
よい
で
あ

ろ
う 。九一

年六
月
中旬に
も上
海
『解放日
報』
に

は 、
「皇
帝
平
論
文」
とい
う一
連の
シ
リー
ズ

論
文が
出て
注
目された 。
よ
く
知
られ
てい
る

よ
うに 、

上
海の
黄浦江以
東の
開発は
浦東
開

発
計
画といっ
て 、
新しい
改革・
開放のモ
デ

ル
に
な
りつ
つ
あるが 、
賞浦江を
も
じっ

て 、

問題な
ど
も
存
在するで
あ
ろう 。

しか
し 、
すでに
述べ
た
よ
うに 、
中
国
政治

をた
ん
に
改革
派と
保
守
派に二
分して
図
式
化

する
見
方は
余りに
も
単
純で
ある 。
部
小
平を

果た
して
改
革
派と
見な
してよいのかどうか 、

軍
権に
よっ
て
民主
化運
動を
抑圧した
楊
尚昆

は
改
革
派なの
か 、
あるい
は天

安門事件以後、

中
国の
権
力の
中
枢を
担いつ
つ
ある
江沢
民な

ど
も 、
どこ
まで
改
革
派とい
え
るの
か 、
そ
う

簡
単に
は
断定で
きない 。
江
沢
民は
胡
輝
邦や

趨
紫
陽に
比べ
た
ら明らかに

保守旅であっ
て 、

天
安
門
事
件で
民主
化運
動を
抑圧した
とい
う

既
成
事実の
うえに
出て
きた

指導者であるし 、

復
活した
胡啓立や
間
明復な
ど
も 、
一
貫して

民主
化運
動を
擁
護した
わ
けで
は
ない 。
した

がっ
て 、
天
安
門
事
件の
判決を
覆し 、
あの
と

きの
政治
犯を
徹
底的に
解放すると
と
もに 、

人
権
擁
護と
言論の
自
由の
保
障とい
う立
場に

至らない
限
り 、
中
国
共
産
党の
政治的中
極に

は
真の
改革派は
存
在しない
と
もい
えよ
う 。

部
小
平がこの
数
年
間指導して
きた
政治の

軌
跡、
あるい
は
彼もい
よい
よ
波
調
万
丈の
生

涯の
成
熟時
聞を
終わ
ろうと
してい
る
状況 、

そ
して
中
国に
お
ける
民主
化運
動の
歴
史的な

意
味、
旧ソ
連や
東
欧
詣固が
相
次い
で
社会
主

義体
制か
ら
大き
く
降臨してい
？た
とい
う
現

状か
ら
考えると 、
中
国の
社会主
議体
制もい

よい
よ
根本
的な
解
体期に
差しか
か
ろうと
し

てい
るの
で
はない
か
と
思われ
る 。
少な
くと

も
今日の
よ
うな
強
権
的かっ一
元
的な
社会主

義
路
線が
今後二
十一
世
紀まで
続くで
あろ
う

か
と
想
定した
と
きに 、
そこ
に
は
非
常に
大き

な
不安と
動
揺が
予
測され
ると
見て
よい
もの

と
私は
思う 。

第
三
節

政
治
と
軍
事

政第一編5 

そ
れだ
けに 、
中
国
政治の
将来の
方向を
規

定する
重
要問題と
して
は 、
やは
り人
民解放

軍の
あ
り
方が
問われな
けれ
ばな
るまい 。
当

面
問題にな
るの
は 、
中
国の
軍の
最近の
動
向

で
あ
ろう 。
なぜ
な
ら 、
天
安
門
事
件に
見られ

た
よ
うに 、
ま
さに
「
政権は
銃ロか
ら
生まれ

る」
中
国に
おい
て
は 、
最
終
的に
軍
事力が
事

態を
決定したの
で
あ
り 、
したがっ
て 、
い
か

に
学生や
知
識人た
ちが
民主
化運
動を
推進し

て
も 、
人
民解放
軍
自体が
民主
化運
動や
政治

改
革に
与するか
中立を
保持しな
ければ 、
中
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国の
変革は
容
易で
はない
とい
う
厳
然た
る
教

訓を
汲み
取ゥ
たか
らで
ある 。
もと
よ
り
天
安

門
事
件前後を
振り
返勺
て
みて
も 、 ．
五
月二
十

日に
戒
厳
令が
発
令され 、
六
月四
日に
事
件が

起こ
るまで 、
軍の
中に
も
動
揺が
あ
り 、
一
時

は
内戦一
歩手
前とい
うよ
うな
状況が
現に
存

在した 。
しか
しな
が
ら 、
その
後一
挙に
楊
尚

昆
国
家主
席や
その
実弟で
ある
揚白疎
軍総
政

治部主任な
どを
中心とする
鍋一族が
軍のリー

ダーシッ
プ
を
担っ
て
事態を
決定づ
けたの
で

あ勺
た 。

こ
うした
中
国の
軍
事
情勢は 、
最近さ ．まざ

まな
点で
注
目すべ
き
展開を
遂げてい
る 。
恐

ら
く
再び三た
び
民主
化運
動が
起こっ
た
と
き

に 、
人
民解放軍が
天
安
門
事
件の
よ
うな
形で

武力
行
使し
得る
可能性は
か
な
り低い
の
で
は

ない
か
と
私
自身は
考え
る 。
人
民解放
軍が
ま

さに
人
民の
軍
隊で
はな
くな
り 、
軍に
対する

信頼は
地に
落ちて
しまっ
た
とい
う
現
実が
あ

るだ
けに 、
この
こ
と
は
中
国の
リー
ダー
た
ち

に
と勺
て
も
きわめ
て
深
刻な
事態で
はない
か

と
思う 。

中
国はこの
とこ
ろ 、
国
防貨を
年々
増
額し

て
お
り 、
世
界
的な
軍
縮傾向の
な
か
で 、
一
九

治
権
限が
地
方に
分極
化され
ると
と
もに 、
人
民

解放
軍
自
身が
一種の
利
益集
団
化しつ
つ
ある

こ
とは
否定で
きない 。
こ
うした

利益集団化、

地
方分権
化が 、
軍の
地
方分権 、
あるい
は
中

央に
対する
地
方の
離反とい
う
問題と
利害の

一
致を
見せ
て
きて
お
り 、
この
こ
との
片
鰐は

天
安
門
事
件の
と
きに
も
見られたのであ勺
て 、

膝下の
北京軍
区はな
か
な
か
動こ
うとは
しな

か勺
た 。
あるい
は
中
国の
すべ
ての
軍
区が
党

中央のコ
ン
トロ
ール 、

あるい
は
当
時の
中央

軍
事
委
員
会主
席で
あっ
た
郡
小平の
命
令の
も

とで
も
動か
な
かっ
た
とい
うきわめ
て
深
刻な

問題
も
露呈したの
で
あっ
た 。

総じて
人
民解放
軍は 、
一種の

脱解放軍偽l

つ
ま
り
戟
争をしない
国
防軍と
化すると
と
も

に 、
ま
すま
す
土
着の
利
害に
よ
り
多く
密
着す

る
利益
集
団と
化してい
るとい
う
問題である 。

こ
れ
らの
人
民解放
軍その
もの
に
対する
中
国

民
衆の
批
判あるい
は
離反を
考え
ると 、
た
と

え
中
国
当
局が 、
湾岸
戦
争後の
状
況の
な
か
で

再び
国
防
予
算を
増
強し 、
あるい
は
旧ソ
連か

ら
戦
闘
機を
購入して
みた
とこ
ろで 、
果た
し

て
中
国の
軍が
本来の
姿に
回
復で
きる
もの
か

ど
うか 、
ひとたび銃口を民衆に
向けてしま勺

政第一編7 

九
O年は 、
対
前年比一
五・
四
%
増の
総
額二

百九
十億元 、
一
九
九一
年は 、
さらに
対
前年

比一
二
%
増の
三
百二
十五
億
元とい
う
軍
事貨

を
計上してい
るが 、
こ
れに
はニつ
の
理
由が

ある 。一つ
に
は 、
天
安
門
事
件に
よっ
て
軍
事力が

持つ
意
味を
知勺
た
中
国
当
局は 、
さらに
軍を

増
強するこ
とに
よっ
て
軍
事物
神
崇拝
体
制い

わば
唯
武器誌の
立
場を
再びと
り
始め
たこ
と

で
ある 。

他の一
つ
は 、
湾岸
戦
争が
中
国に
与えた
衝

撃で
あ
ろ
う 。
西
側
諸
国に
お
けるハ
イ
テ
ク
兵

器の
発
達に
比して
中
国の
軍
事技
術の
近
代
化

が
著
し
く
立
ち
遅
れ
てい
る
こ
と
に
つ
い
て 、

『人
民日
報』
や
『解放
軍
報』
も
し
ば
し
ば
言

及してい
るとこ
ろで
ある 。
だ
が 、
同
時に一

方で
は 、
軍
事体
系の
近
代
化 、
技
術革
新を
図

らな
けれ
ばな
らない
とい
う
意
見が
あ
り 、
他

方で
は
「毛沢
東
軍
事思
想」
を
堅
持すれ
ば
よ

い
とい
う
形で 、
軍
内部の
近
代
化論
争が
再び

起こっ
てい
る 。
そ
うしたな
か
で 、
九一
年五

月の
江沢
民訪ソ
に
よ
る
中ソ
首
脳会談
前後に

は 、
ソ
速か
ら
S
U釘とい
う
最
新の
戦
闘
機を

大
量に
購入する
約
束を
取りつ
けたこ
とに
よ

た
天
安
門事
件の
代
価を
償うこ
とは 、
きわめ

て
困
難で
あろ
うと
恩われ
る 。

この
よ
うな
こ
と
を
考え
ると 、
中
国に
おい

て
は
最
終的に
は
軍
事が
すべ
て
を
決定するの

だ
か
ら 、
再び三た
び
民主
化運
動が
起こっ
て

も 、
それ
を
軍が
抑え
るの
で
はない
か
とい
う

見
方は
必
ずし
も
妥当しない
わ
けで 、
中
国
政

治に
おい
て
も 、
ソ
連
解体の
と
きと
同
様に
軍

自
体が
決定
的な
役
割を
果たせな
くな
る
時期

が
来るで
あ
ろ
うし 、
すべ
てに
軍
事優先と
は

言えない
よ
うな
状況が
中
国
社
会の
な
か
に
す

でに
出は
じめ
てい
る 。
現に
九二
誓

頁初旬

江
沢
民
党
中央
軍
事
委
員会主
席は 、
民主
化運

動
再発の
場合に
も 、
軍に
よ
る
鎮圧
方式は
採

用しない
とい
う
方
針を
通
達した
と
も
報じら

れてい
る
Q読
売新
聞』九
二
年二
月一
日
付
参

照） 。
こ
うした
流れが
天
安
門
事
件を
批
判
す

る
国
際世論と
全
世
界
的な
非軍
事
化に
直
面し

て 、
ポス
ト

郵
小
平時代へ
の

窪行期のなかで 、

ど
うな
るの
か
を
見き
わめ
る
必
要が
あ
ろ
う 。

第
四
節

経
済
の
開
放
と
中
国
の
変
質

中
国
政治の
潮
流 、
軍の
動向な
ど
を
見たの

勺
て
も
明らか
な
よ
うに 、
中
国で
はこの
とこ

ろ
軍事優先 、
ま
さに
軍
国主
義
化の
色
彩が
き

わめ
て
強くなっ
てい
るとい
う
現
実が
ある 。

ただ 、
この
こ
とは
反
面で 、
人
民解放
軍の

存在な
り 、
中
国
政治に
お
ける
軍の
役割を
増

す
危
機に
至ら
しめ
てい
るの
で
はない
か
と
恩

われ
る 。
人
民解放
軍は 、
民衆に
根ざした
人

民の
軍
隊であっ
たとこ
ろに
大きな
意味が
あっ

た
に
もか
か
わら
ず 、
最近の
人
民解放
軍は 、

民
衆か
ら
躍反した
存
在で
しか
ない 。
こ
うな

ると
果た
して

軍は
政治
闘
争に
どれ
ほ
ど
介入

で
きるか 、
あるい
は
軍
自
体が
今後も
決定
的

役
割を
果たせ
るの
か
とい
う
問題が
ある 。
こ

の
点を
最近の
中
国
社会の
変
化の
な
か
で
見る

と 、
人
民解放
軍は
八
0年代初
頭か
ら 、
軍の

近
代
化 、
兵力の
削減を
行っ
て
きたため
に 、

国
防
予算も
一
時は
削擁され 、
軍み
ずか
ら
資

金を
調達するこ
と
を
余儀な
くされ
て
きた 。

人
民解放
軍の
な
か
に
は 、
さまざまな
企
業を

営む
軍単位が
数
多く
出て
きて 、
人
民解放
軍

各単位の
企
業
化 、
あるい
は
公
司化が一
般的

に
進ん
でい
る 。
人
民解放
軍
系
列の
総
合企
業

集
団
「北
方グル
ー

プ」
が
タイの
華
僑と
提
携

するな
どとい
う
動きも
ある 。
こ
うして
経
済

ちに
は 、
最近
特に
注
目され
てい
る
沿岸地
区

経
済の
活況と
改
革・
開放の
問題に
触れ
て
み

たい 。改
革・
開放とい
う
党中央のスロ
ーガン

は 、

民主
化運
動を
徹
底
的に
抑圧した
立
場とは
娘

本
的に
矛盾するが 、
この
矛盾はい
ずれ
将来

解
決され
ざる
を
得まい 。
当面は 、
越
紫
陽の

「
罪状」
とその
復
活の
可
能
性が
こ
の
点で
注

目され
てい
るが 、
恐ら
く
将来 、
中
国
共産
党

の一
党
独裁
体
制が
崩れ
て
ゆ
くこ
とに
よっ
て

しか 、
この
根本
矛盾は
解消し
得ない
で
あろ

う 。
だ
が 、
こ
うした
過
程の
な
か
に
あっ
て
さ

え 、
現
実に
中
国
社
会が
内部か
ら
変貌しつ
つ

ある
事実を
否
定するこ
と
は
で
きない 。
中
国

で
は
今
日 、
「蘇
東
波
ハソ
連・
東欧の
波）」
の

防
止がスロ
ーガン

になっ
てい
る 。
宋
代の
有

名な
詩
人の
疎
東
捜に
か
こ
つ
け
て
語
ら
れ
る

「ソ
連・
東
欧の
波」
つ
ま
り
脱
社
会
主
義 、
脱

イ
デオロ
ギ
ー

化傾
向につ
い
て
は 、
当面 、
政

治思
想教
育の
強
化 、
マ
ル
クス・
レ
lニ
ン
主

義 、
「毛沢
東思
想」
の
堅
持に
よ勺
て 、
形の

上で
は
何とか
こ
れ
を
防御しようとしてお
り 、

旧ソ
連・
東
欧の
混
乱とい
う

現状もあるので 、

この
面で
は
革命第一
世
代指
導
者が
健
在で
あ
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る
か
ぎ
り
成
功
する
か
も
しれ
ない 。
だが
一
有

中
国
社
会の
内
面が
実
際に
変
質し
て
きで
い
る

現実はい
か
ん
と
も
し
が
たい
の
で
は
な
か
ろ
う

か 。
つ
ま
り
「
蘇
東
波」
は

当面防止で
きて
も 、

「
南
風」
は
防
止で
きない
とい
えよ
う 。「
南風」

と
は 、
い
う
ま
で
もな
く
香
港 、
あ
るい
は
台
湾

か
らの
中
国
社
会へ
の
決
定
的な
影
響の
こ
と
を

窓
味
する 。

中
国に
お
い
て
改
革・
開
放とは
具
体
的に
何

なの
か
を一
口
で
要
約
する
と 、
そ
れ
は
ま
さ
に

中
国の
よ
うな
革
命
国
家 、
革
命
社
会に
おい
て

は
絶
対に
許さ
れ
な
かっ
た
資
本
主
義
的な
イン

セ
ン
ティ
プ 、
すな
わ
ち 、
金
儲け
を
許
容し
た

こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
が
実は
改
革・
開
放の
すべ

て
だ
といっ
て
も
過
言で
は
あ
る
まい 。
し
か
も

何
万
湿の
『人
民日
朝刊』
の
論
文や
党
中
央の
通

達が
あっ
て
も
効き
目が
な
かっ
たの
に 、
こ
う

し
た
風
潮を
許
容し
た
と
た
ん
に 、
中
国
社
会は

内
認か
ら
大
き
く
動き
始め 、
変
質し
始め
た
と

いっ
て
よい 。

こ
うした
改
革・
開
放の
時
代に
広
東
省が
他

の
省に
比べ
て
ひ
と
き
わ
高い
経
務
成
長を
遂げ

たの
は 、
ま
さ
に
香
港の
存
在と
その
影
響に
よ

る
もの
で
あ
る 。
そ
う
し
た
な
か
で 、
香
港の
経

省の
経
済
特
区・
鹿
門
を
中心
に 、
福
建
語の
世

界と
しての

一
体感を
基
礎に
し
て 、
台
湾と
福

建
省は
今
後ま
す
ま
す一
体
化し
て
ゆ
く
もの
と

恩わ
れ 、
現
在
世
界第一
位とい
う
外
貨
保
有
高

を
待つ 、
登か
な
台
湾経
済に
対する
大
陸
民
衆

の
期待が
日
増
し
に
高
まっ
てい
る 。

ア
ジ
ア
N
I
E
Sの
な
か
で
も
最
も
成
績の
よ

い
台
湾は 、
すで
に
労
働
集
約
型の
産
業か
ら 、

知
識・
情
報
集
約
型産
業へ
の
転
換を
完
全に
遂

げて
お
り 、
む
し
ろ
労
働
集
約
型産
業は 、
大
陸

へ
の
役
資に
よっ
て
その
不
足
を
鴻お
うとい
う

方
針に
転
換
し
て
きで
い
る 。
し
た
がっ
て 、
今

後は
沼
建
省へ
の
投
資が
さ
らに
進
む
で
あ
ろ
う

し 、
福
建
省と
し
て
も
台
湾の
資
本
を
是
非
導
入

し
たい
とい
う
立
場で
あ
る 。

直
門の
経
済
特
区に
行
くと 、
台
湾の
役
資を
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済
活
力と
情
報 、
資
本
主
義
的な
経
営マ
ネジ
メ

ン
ト

が
全
面的に
珠江デル
タ一
帯に
入っ
て
き

た 。
従
来は
資
本
主
義の
巻だ
と
し
て
見下
し
て

い
た
香
港が
自
分た
ち
よ
り
もは
る
か
に
効
率よ

く
生
産
性の
高い
社
会で
あ
り 、
す
ぐれ
た
品
質

の
商
品を
持っ
てい
るこ
と
に
驚い
た
広
東の
民

衆は 、
香
港との
接
触が
許さ
れ
た
と
た
ん
に 、

全
く
別
世
界を
そこ
に
感
じ 、

決
定
的な
影
響を

受けたの
で
あ
る 。

ひとた
び
市
場
経
済の
イン
セ
ン
ティ
プ
が
許

さ
れ
ると 、
中
国
人は
本
来
勘
定
高い
民
族で
あ

る
だ
けに 、
地
縁・
血
縁の
情
報ネッ
ト
ワ
ー

ク

を
通
じ
て 、
皆が
一
斉に
金
儲
け
に
動
き
だ
し 、

「
向
銭
宥
（
拝金
主
義
と
の
風
潮と
と
もに 、
広

東
省の
山
間
部の
生
活
ま
で
大
き
く
変
化しは
じ

め
た 。
し
ば
し
ば
話
題に
な
る
広
州
市へ
の
農
村

人口
の
大
量
流
入の
問
題
も 、
こ
う
し
た
風
潮と

無
縁で
は
ない 。
し
か
も
広
東は 、
前
省
長の
葉

選
平（
放
葉
剣
英
全
人
代
常
務
委
員
長の
長
男）

の
指
導
下で 、
経
済
的に
は一
種の
独
立
王
国を

形
成し
始め
てい
た
といっ
て
よい
だ
ろ
う 。
こ

れ
を
中
国で
は
「
諸
侯
経
済」
と
呼ん
でい
るが 、

広
東
省の
経
済
成
長市中が
非
常に
高い
に
も
か
か

わ
ら
ず 、
北
京へ
の
上
納金は
財
政
収
入の
わ
ず

歓
迎
し 、
台
湾人の
た
め
にマ
ン
ショ
ン
や
別
荘

を
建て
て 、
後
らが
醐購
入
するの
を
待っ
てい
る

とい
う
光
景が一
般に
見
受け
られ
る 。
こ
う
し

た
現
実
を
考え
る
と 、
少な
くと
も
台
湾
海
峡
両

岸の
趨
勢は 、
従
来の
対
立と
警の
時
代か
ら 、

ま
さ
に
台
湾の
経
済
的・
社
会
的
影
響
下に
福
建

省が
内
部か
ら
変わ
りつ
つ
あ
る
時
代へ
と
大
き

く
転じつ
つ
あ
る 。

結
局 、
水は
高い
と
こ
ろ
か
ら
低い
と
こ
ろへ

流れ
るの
で
あっ
て 、
は
る
か
に
経
済
水
準が
高

い
台
湾の
影
響が
大
陸
中
国に
舷
大
し
てい
くこ

とは
避
け
ら
れ
ない 。
最
近で
は 、
領
建
省で
の

台
湾に
たい
する
評
価が
余
りに
も
高い
の
で 、

党
中
央が
一
九
九一
年
十二
月に
聞い
た
台
湾問

題
工
作
会
議で
は 、
責
任
者
（党
中
央
対
台
湾工

作
指
導
小
組
組
長）
の
繊
尚
昆
国
家主
席が
「
台

か
一
O
%
程
度で
あ
り 、
約
九
O
%
を
内
部
保
留

し
て
広
東
省の
開
発に
用い
たの
で
あっ
た 。

こ
うした
状
況の
な
か
で 、
広
東一世帯は 、
香

港経
済の
影
響
下に
ま
す
ま
す
入っ
ていっ
てい

る 。
現に
香
港ドル
が
広
範に
流
通
し
てい
て 、

もは
や
深
淵
経
済
特
区の
み
な
ら
ず 、
広
東
省一

円は
完
全に
香
港
化し 、
香
港ドル
の
支配
下に

あ
る
といっ
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。
こ
の
趨
勢は 、

い
か
に
北
京の
党
中
央が
社
会
主
義
堅
持を
叫ん

で
も 、
もは
や
後
戻
りで
きない
現実で
あろう 。

同じこ
と
は
福
建
省に
つ
い
て
も
言え
る 。
こ

こ
に
は
台
湾経
済の
影
響が
ま
す
ま
す
大
き
くな

りつ
つ
あ
る 。
し
か
も
天
安
門
事
件
以
降の
二
年

半の
聞に
二
百
万
以
上の
台
湾の
民
衆が
中
国へ

帰
国 、
あ
るい
は
近
親
訪
問を
し
て
い
る 。
そ
の

人た
ち
は
あ
り
余る
情
報と
金
品を
機え
て
中
国

へ
入っ
て
ゆ
き 、
その
大
部
分が
福
建
省に
行く

の
で
あ
る 。
その
こ
との
経
済
的・
社
会
的
影
響

は
き
わ
め
て
大
きい
もの
が
あ
ろ
う 。

台
湾の
李
登
輝
総
統は 、
西
側
諸
国が
中
国を

制
裁
し
て
い
る
時
期に
こ
そ 、
「
台
湾経
験」
を

重
視し
て
交
流
を
深め
よ
うとい
う
政
策を
現実

に
は
推し
進め
たの
で
ある
が 、
そ
れ
は
非
常に

効
果
的で
あっ
た
と
もい
えよ
う 。
し
か
も
福
建

湾
山田m
拝思
想を
克
服せ
よ」
と
号
令せ
ざ
る
を
得

な
くな
かっ
たほ
ど
で
あ
る 。

こ
こ
に
も
今日の
中
国が 、
沿
岸の
経
済
圏を

通
じ
て
大
き
く
内
部か
ら
変
化
しつ
つ
あ
る
現
実

が
あ
る 。
こ
う
し
て
中
国の
脱
社
会
主
義
化は 、

すで
に
刻一
刻と
内
部か
ら
進
展
し
て
い
る
と
見

るこ
と
が
で
きよ
う 。

（
中
嶋
出晴
雄）
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